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10 年間の海洋分散シミュレーションによる福島第一原子力発電所起源放射性セシウム 
の海洋中挙動把握

10-year oceanic dispersion model simulation for radioactive cesium
derived from the Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant accident

電力中央研究所*1，筑波大学アイソトープ環境動態研究センター*2

○津旨 大輔*1，坪野 考樹*1，三角 和弘*1，立田 穣*1

三浦 輝*1，青山 道夫*2 

(TSUMUNE, Daisuke*1; TSUBONO, Takaki*1; MISUMI, Kazuhiro*1; TATEDA, Yutaka*1; 
 MIURA Hikaru*1; AOYAMA, Michio*2 

1. はじめに

福島第一原子力発電所事故により、海洋へ 137Cs が漏洩した。海洋への主な供給経路は大気からの降

下と直接漏洩があり、その量と海洋中の挙動に関する見積もりが行われてきた。陸上に降下した放射性

物質の河川を通じた流出については、各河川における研究が行われているが、海洋への影響については

明らかになっていない。福島沖における 137Cs 濃度の観測結果は事故前よりも高い値が継続している。

その要因は継続している直接漏洩、河川からの供給、北太平洋に供給された 137Cs の境界からの流入、

の 3 つの影響が考えられ、その区別が難しいことも、未解明の要因の一つである。 

2. 方法

水平解像度約 1km の領域海洋モデル(ROMS)を用い、福島第一原子力発電所からの直接漏洩と境界か

らの流入に加え、河川供給を考慮した 137Cs 濃度分布の再現計算を実施した。 

3. 結果および考察

福島第一原発敷地からの直接漏洩は大幅に減少したものの、引き続き継続している。長期シミュレー

ションを 2020 年 9 月まで延長した。年平均表層 137Cs 濃度分布の観測結果とシミュレーション結果は、

よく一致した。137Cs 濃度分布の時空間変動は大きく、複雑であるが、年平均値は分布の特徴を理解し、

モデルの結果を検証するために適している。また、正規化された年平均 137C 濃度分布は、2013 年から

2016 年までの各年で類似していた。この結果は、福島第一原発から ALPS 処理水を海洋放出する際に

おいても、年平均分布が予測可能であることを示唆している。福島第一原発からの漏洩の影響が小さく

なったため、2019 年 10 月の台風の豪雨時に福島第二原発と岩沢海岸において約半年にわたる 137Cs 濃

度の上昇が観測された。河川からの溶存態のフラックスは小さく、影響は短期間と想定させるため、河

口域へ堆積した懸濁態からの再溶出または再浮遊による影響の可能性が示唆された。

4. 結論

 より正確な海洋へのソースタームの設定のために、蓄積されたデータベースを元に、大気、河川、海

洋モデルを組み合わせ、それぞれの境界における物質循環の定量的把握が重要となる。
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